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(57)【要約】
【課題】複数台の貨幣処理装置を管理して各貨幣処理装
置から回収する貨幣を決定する。
【解決手段】貨幣管理システムを、複数の貨幣処理装置
と、回収する貨幣の合計金額、及び各貨幣処理装置に収
納されている貨幣の在高情報を含む装置情報に基づいて
、合計金額分の貨幣を回収するために貨幣処理装置のそ
れぞれから回収する貨幣の回収金額を決定する貨幣管理
装置とによって構成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の貨幣処理装置と、
　回収する貨幣の合計金額、及び各貨幣処理装置に収納されている貨幣の在高情報を含む
装置情報に基づいて、前記合計金額分の貨幣を回収するために各貨幣処理装置から回収す
る貨幣の回収金額を決定する貨幣管理装置と
を備えることを特徴とする貨幣管理システム。
【請求項２】
　前記貨幣管理装置は、各貨幣処理装置から回収する貨幣の回収金額の比が、各貨幣処理
装置に収納されている貨幣の在高の比と略一致するように前記回収金額を決定することを
特徴とする請求項１に記載の貨幣管理システム。
【請求項３】
　前記装置情報は、各貨幣処理装置が貨幣の入金のみを行う入金装置、貨幣の出金のみを
行う出金装置、及び貨幣を入出金する入出金装置のいずれのタイプであるかを示す情報を
含み、
　前記貨幣管理装置は、貨幣処理装置がいずれのタイプであるかに応じて、前記回収金額
を決定する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の貨幣管理システム。
【請求項４】
　前記貨幣処理装置は、
　貨幣を金種別に収納する金種別貨幣収納部と、
　前記貨幣処理装置から回収する貨幣を収納する回収部と、
　前記金種別貨幣収納部に残すよう設定された貨幣の残置枚数に基づいて、前記回収部に
収納されている貨幣と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の合計金額が前記回収金額
と一致するように、前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の金種及び枚数を決定する制
御部と
を備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の貨幣管理システム。
【請求項５】
　前記貨幣処理装置の制御部は、
　前記回収部に収納されている貨幣と、前記金種別貨幣収納部で前記残置枚数を超えて収
納されている超過分の貨幣とを回収対象として、
　該回収対象とする貨幣の合計金額が前記回収金額を超える場合には、
　前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の枚数を減らして、前記回収部に収納されてい
る貨幣と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の合計金額が前記回収金額と一致するよ
うに、前記貨幣処理装置から回収する貨幣の金種及び枚数を決定する
ことを特徴とする請求項４に記載の貨幣管理システム。
【請求項６】
　前記貨幣処理装置の制御部は、
　前記回収部に収納されている貨幣と、前記金種別貨幣収納部で前記残置枚数を超えて収
納されている超過分の貨幣を回収対象として、
　該回収対象とする貨幣の合計金額が前記回収金額に対して不足している場合には、
　前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣を追加して、前記回収部に収納されている貨幣
と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣との合計金額が前記回収金額と一致するように
、前記貨幣処理装置から回収する貨幣の金種及び枚数を決定する
ことを特徴とする請求項４又は５に記載の貨幣管理システム。
【請求項７】
　前記貨幣処理装置の制御部は、
　前記回収金額を超える金額分の貨幣を減らす際には、減らす貨幣の枚数が最小となるよ
うに該貨幣の金種及び枚数を決定して、
　前記回収金額に対して不足する金額分の貨幣を追加する際には、追加する貨幣の枚数が
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最小となるように該貨幣の金種及び枚数を決定する
ことを特徴とする請求項５又は６に記載の貨幣管理システム。
【請求項８】
　前記貨幣処理装置は、
　前記制御部によって前記金種別貨幣収納部から回収するよう決定された貨幣の金種及び
枚数を変更するための操作部
をさらに備え、
　前記制御部は、前記操作部によって貨幣の金種及び枚数が変更された場合には、前記回
収部に収納されている貨幣と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣との合計金額が前記
回収金額と一致するまで、回収する貨幣の出金を許可しない
ことを特徴とする請求項４～６のいずれか１項に記載の貨幣管理システム。
【請求項９】
　前記制御部は、返金用の貨幣を前記金種別貨幣収納部から出金する返金処理が実行され
たレジについて、売上金の入金処理が実行された場合には、前記入金処理で入金された貨
幣金額と、前記返金処理で出金した貨幣金額とを関連付けて管理することを特徴とする請
求項４～８のいずれか１項に記載の貨幣管理システム。
【請求項１０】
　前記制御部は、回収する貨幣の金種及び枚数を示す情報を外部装置へ出力することを特
徴とする請求項４～９のいずれか１項に記載の貨幣管理システム。
【請求項１１】
　前記貨幣処理装置は、店舗に設置され、前記店舗の売上金を入金するための装置であり
、
　前記複数の貨幣処理装置から回収する貨幣の合計金額は、前記店舗の売上金を構成する
現金の金額である
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の貨幣管理システム。
【請求項１２】
　前記貨幣管理装置は、前記店舗に設置されたＰＯＳシステムから前記店舗の売上金に関
する情報を取得することを特徴とする請求項１１に記載の貨幣管理システム。
【請求項１３】
　複数の貨幣処理装置を管理する貨幣管理装置であって、
　回収する貨幣の合計金額、及び各貨幣処理装置に収納されている貨幣の在高情報を含む
装置情報を取得して、前記合計金額分の貨幣を回収するために各貨幣処理装置から回収す
る貨幣の回収金額を決定する制御部
を備えることを特徴とする貨幣管理装置。
【請求項１４】
　複数の貨幣処理装置と、
　前記複数の貨幣処理装置に残置する貨幣の合計金額、及び各貨幣処理装置に収納されて
いる貨幣の在高情報を含む装置情報に基づいて、各貨幣処理装置から回収する貨幣の回収
金額を決定する貨幣管理装置と
を備えることを特徴とする貨幣管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、貨幣を入出金する複数の貨幣処理装置を管理する貨幣管理装置、並びに貨
幣処理装置及び貨幣管理装置で構成される貨幣管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、店舗では、釣銭準備金の出金や売上金の入金等を行うために貨幣処理装置が利用
されている。例えば、当日の店舗の営業時間終了時等に、翌日の営業に必要な釣銭準備金
等、所定金額分の貨幣を貨幣処理装置に残置して、これを超える余剰分の貨幣のみを店舗
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から回収して銀行等へ運搬する残置回収が行われている。
【０００３】
　残置回収では、単に所定金額分の貨幣を残置するのではなく、例えば翌日の営業に必要
な釣銭準備金を準備できるように、釣銭準備金として必要な金種の貨幣を必要な金額分だ
け残置することが望ましい。特許文献１には、貨幣処理装置内に残置する貨幣の金額と金
種の優先順位とを予め設定しておいて、この設定に基づいて、貨幣処理装置に残置する貨
幣を選択するシステムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２１３２１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来技術によれば、例えば、複数台の貨幣処理装置を利用する大規
模店舗等で、複数台の貨幣処理装置から適切に貨幣を回収できない場合があった。具体的
には、例えば、各貨幣処理装置に残置する貨幣の金種や金額を設定して、これを超える貨
幣を回収しようとしても、複数台の貨幣処理装置を利用して売上金の入金や釣銭準備金の
出金を行った結果、各装置内に収納されている貨幣の在高に大きな差が生じ、回収時の貨
幣の在高が、残置するよう設定した貨幣の金額に満たない装置が発生する場合があった。
また、全ての貨幣処理装置から同じ金額の貨幣を回収すると、回収後に、一部の装置で貨
幣が余剰になって入金処理を行えなくなったり貨幣が不足して出金処理を行えなくなった
りする場合があった。このような事態を回避するため、貨幣処理装置を複数台利用する場
合でも、各貨幣処理装置を管理して貨幣を適切に回収することができる貨幣管理システム
が望まれている。
【０００６】
　本発明は、上述した従来技術による問題点を解消するためになされたもので、複数台の
貨幣処理装置を貨幣管理装置によって管理して、貨幣処理装置のそれぞれから貨幣を適切
に回収することができる貨幣管理装置及び貨幣管理システムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明は、貨幣管理システムであって、
複数の貨幣処理装置と、回収する貨幣の合計金額、及び各貨幣処理装置に収納されている
貨幣の在高情報を含む装置情報に基づいて、前記合計金額分の貨幣を回収するために各貨
幣処理装置から回収する貨幣の回収金額を決定する貨幣管理装置とを備えることを特徴と
する。
【０００８】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣管理装置は、各貨幣処理装置から回収す
る貨幣の回収金額の比が、各貨幣処理装置に収納されている貨幣の在高の比と略一致する
ように前記回収金額を決定することを特徴とする。ここで、略一致とは、金額比と在高比
が完全に一致する場合と、最低額金種の貨幣を利用しても金額比と在高比を同一にできな
い場合とを含む概念である。
【０００９】
　また、本発明は、上記発明において、前記装置情報は、各貨幣処理装置が貨幣の入金の
みを行う入金装置、貨幣の出金のみを行う出金装置、及び貨幣を入出金する入出金装置の
いずれのタイプであるかを示す情報を含み、前記貨幣管理装置は、貨幣処理装置がいずれ
のタイプであるかに応じて、前記回収金額を決定することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣処理装置は、貨幣を金種別に収納する金
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種別貨幣収納部と、前記貨幣処理装置から回収する貨幣を収納する回収部と、前記金種別
貨幣収納部に残すよう設定された貨幣の残置枚数に基づいて、前記回収部に収納されてい
る貨幣と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の合計金額が前記回収金額と一致するよ
うに、前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の金種及び枚数を決定する制御部とを備え
ることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣処理装置の制御部は、前記回収部に収納
されている貨幣と、前記金種別貨幣収納部で前記残置枚数を超えて収納されている超過分
の貨幣とを回収対象として、該回収対象とする貨幣の合計金額が前記回収金額を超える場
合には、前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の枚数を減らして、前記回収部に収納さ
れている貨幣と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣の合計金額が前記回収金額と一致
するように、前記貨幣処理装置から回収する貨幣の金種及び枚数を決定することを特徴と
する。
【００１２】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣処理装置の制御部は、前記回収部に収納
されている貨幣と、前記金種別貨幣収納部で前記残置枚数を超えて収納されている超過分
の貨幣を回収対象として、該回収対象とする貨幣の合計金額が前記回収金額に対して不足
している場合には、前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣を追加して、前記回収部に収
納されている貨幣と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣との合計金額が前記回収金額
と一致するように、前記貨幣処理装置から回収する貨幣の金種及び枚数を決定することを
特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣処理装置の制御部は、前記回収金額を超
える金額分の貨幣を減らす際には、減らす貨幣の枚数が最小となるように該貨幣の金種及
び枚数を決定して、前記回収金額に対して不足する金額分の貨幣を追加する際には、追加
する貨幣の枚数が最小となるように該貨幣の金種及び枚数を決定することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣処理装置は、前記制御部によって前記金
種別貨幣収納部から回収するよう決定された貨幣の金種及び枚数を変更するための操作部
をさらに備え、前記制御部は、前記操作部によって貨幣の金種及び枚数が変更された場合
には、前記回収部に収納されている貨幣と前記金種別貨幣収納部から回収する貨幣との合
計金額が前記回収金額と一致するまで、回収する貨幣の出金を許可しないことを特徴とす
る。
【００１５】
　また、本発明は、上記発明において、前記制御部は、返金用の貨幣を前記金種別貨幣収
納部から出金する返金処理が実行されたレジについて、売上金の入金処理が実行された場
合には、前記入金処理で入金された貨幣金額と、前記返金処理で出金した貨幣金額とを関
連付けて管理することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、上記発明において、前記制御部は、回収する貨幣の金種及び枚数を示
す情報を外部装置へ出力することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣処理装置は、店舗に設置され、前記店舗
の売上金を入金するための装置であり、前記複数の貨幣処理装置から回収する貨幣の合計
金額は、前記店舗の売上金を構成する現金の金額であることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明は、上記発明において、前記貨幣管理装置は、前記店舗に設置されたＰＯ
Ｓシステムから前記店舗の売上金に関する情報を取得することを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明は、複数の貨幣処理装置を管理する貨幣管理装置であって、回収する貨幣
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の合計金額、及び各貨幣処理装置に収納されている貨幣の在高情報を含む装置情報を取得
して、前記合計金額分の貨幣を回収するために各貨幣処理装置から回収する貨幣の回収金
額を決定する制御部を備えることを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明は、貨幣管理システムであって、複数の貨幣処理装置と、前記複数の貨幣
処理装置に残置する貨幣の合計金額、及び各貨幣処理装置に収納されている貨幣の在高情
報を含む装置情報に基づいて、各貨幣処理装置から回収する貨幣の回収金額を決定する貨
幣管理装置とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、貨幣管理装置は、複数の貨幣処理装置から貨幣を回収する際に、回収
する貨幣の合計金額と、各貨幣処理装置に収納されている貨幣の在高情報とに基づいて、
各貨幣処理装置から回収する貨幣の金額である回収金額を決定する。例えば、各貨幣処理
装置から回収する貨幣の回収金額の比が各貨幣処理装置の在高の比と略同じとなるように
回収金額を決定する。また、例えば、貨幣を出金する貨幣処理装置であるか貨幣の入金の
みを行う貨幣処理装置であるかに応じて、貨幣の回収後に、貨幣を出金する貨幣処理装置
で貨幣が不足することがないように各貨幣処理装置の回収金額を決定する。これにより、
貨幣を回収した後に、特定の貨幣処理装置のみで貨幣が余剰となったり不足したりするこ
とを回避することができる。
【００２２】
　また、本発明によれば、貨幣処理装置は、金種別貨幣収納部に収納できない貨幣等、回
収する貨幣を収納するための回収部内に既に収納されている貨幣の金額と、回収時に金種
別貨幣収納部に残すように設定された貨幣の枚数である残置枚数とに基づいて、貨幣管理
装置で決定された回収金額を構成する貨幣の金種及び枚数の内訳を決定する。金種毎に残
置枚数を設定して、残置枚数を超える各金種の貨幣を優先して回収するように回収する貨
幣の内訳が決定されるので、回収後に、特定の金種の貨幣が不足するといった事態を回避
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本実施形態に係る貨幣管理システムの構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、貨幣処理装置の構成概略を示すブロック図である。
【図３】図３は、貨幣処理装置で貨幣処理を開始する際に操作表示部に表示されるスター
トメニューを示す図である。
【図４】図４は、出金処理時に貨幣処理装置の操作表示部に表示される画面例を示す図で
ある。
【図５】図５は、入金処理時に貨幣処理装置の操作表示部に表示される画面例を示す図で
ある。
【図６】図６は、回収処理時に貨幣処理装置の操作表示部に表示される回収メニューの画
面例を示す図である。
【図７】図７は、図６に示す画面で回収のメニューを選択した際に表示される画面例を示
す図である。
【図８】図８は、売上金回収の処理の流れを示すフローチャートである。
【図９】図９は、売上金の回収金額を決定する際の各貨幣処理装置内の在高の例を示す図
である。
【図１０】図１０は、売上金の金額と各貨幣処理装置から回収する貨幣の回収金額との関
係を示す図である。
【図１１】図１１は、回収金額を変更する際に貨幣処理装置の操作表示部に表示される画
面例を示す図である。
【図１２】図１２は、各貨幣処理装置から回収する紙幣の内訳を決定する方法を説明する
ための図である。
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【図１３】図１３は、貨幣処理装置から回収する紙幣の金種及び枚数が決定された際に操
作表示部に表示される画面例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に、添付図面を参照して、本発明に係る貨幣処理装置、貨幣管理装置及び貨幣管理
システムについて詳細に説明する。貨幣管理システムは大型店舗等で利用されるが、本実
施形態では、店舗及びホテルが併設された施設でバックオフィスに設置された貨幣管理シ
ステムを例に説明する。
【００２５】
　まず、本実施形態に係る貨幣管理システムの構成について説明する。図１は、本実施形
態に係る貨幣管理システムの構成を示すブロック図である。貨幣管理システムは、貨幣管
理装置１０と、ネットワーク１５を介して貨幣管理装置１０に接続された第１貨幣処理装
置２０ａ、第２貨幣処理装置２０ｂ及び第３貨幣処理装置２０ｃの複数の貨幣処理装置と
を含む。貨幣管理システムに含まれる貨幣処理装置の数は特に限定されないが、本実施形
態では３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃを例に挙げて説明する。なお、以下では、第１
貨幣処理装置２０ａ、第２貨幣処理装置２０ｂ及び第３貨幣処理装置２０ｃを区別せずに
示す場合には貨幣処理装置２０と記載する。
【００２６】
　店舗及びホテルでは、ＰＯＳシステムを構成する複数のＰＯＳレジスタ（以下単に「レ
ジ」と記載する）が利用されており、各レジで釣銭として利用するための釣銭準備金は、
バックオフィスに設置された貨幣処理装置２０から出金した貨幣を利用して準備される。
また、各レジから回収した売上金等の貨幣は貨幣処理装置２０に入金される。そして、店
舗の営業時間終了後等の所定タイミングで、当日の店舗及びホテルの売上金が、貨幣処理
装置２０から回収され、貨幣集配業者等によって、銀行等の所定の拠点へ向けて運び出さ
れる。なお、図１には示していないが、貨幣管理装置１０は、ネットワーク１５を介して
、ＰＯＳシステムに含まれるＰＯＳサーバとの間でデータ通信を行えるようになっている
。
【００２７】
　貨幣管理装置１０は、例えばコンピュータ装置から成り、各部１２～１４を制御して以
下に説明する機能及び動作を実現する制御部１１と、タッチパネル式の液晶表示装置等か
ら成り各種情報の入力及び出力を行うために利用する操作表示部１２と、ネットワーク１
５を介して貨幣処理装置２０やＰＯＳサーバ等の外部装置と通信を行うための通信部１３
と、制御部１１の動作に必要なプログラムや設定情報を含む各種データを保存するための
記憶部１４とを有している。
【００２８】
　貨幣管理装置１０は、貨幣処理装置２０で行われる各貨幣処理に関する情報を記録して
管理する機能を有する。また、貨幣管理装置１０は、ホテル及び店舗の売上金等を管理す
るＰＯＳサーバとの間でデータを送受信する機能を有する。これにより、貨幣管理装置１
０及びＰＯＳサーバで、貨幣処理装置２０で行われた貨幣処理や、売上金に関する情報を
確認する処理を実行できるようになっている。
【００２９】
　図２は、貨幣処理装置２０の構成概略を示すブロック図である。貨幣処理装置２０は、
各部４０～７０を制御して以下に説明する機能及び動作を実現する制御部３０と、貨幣の
入金処理及び出金処理を行う貨幣処理部４０と、タッチパネル式の液晶表示装置等から成
り各種情報の入力及び出力を行うために利用する操作表示部５０と、ネットワーク１５を
介して貨幣管理装置１０等の外部装置と通信を行うための通信部６０と、制御部３０の動
作に必要なプログラムや設定情報を含む各種データを保存するための記憶部７０とを有し
ている。
【００３０】
　貨幣処理部４０は、入金口４１、出金口４２、リジェクト口４３、識別部４４、搬送部
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４５、金種別収納部４６及び回収カセット（回収部）４７を有している。貨幣を入金する
入金処理を行う際には、入金口４１に投入された貨幣を１枚ずつ装置内に繰り出して搬送
部４５によって搬送する。そして、搬送される貨幣を識別部４４によって識別計数した後
、入金可能な貨幣を装置内に設けられた金種別収納部４６又は回収カセット４７に収納し
ながら、識別部４４によって識別できない貨幣、偽の貨幣等は入金できないリジェクト貨
幣としてリジェクト口４３へ排出する。また、貨幣処理部４０で、貨幣を出金する出金処
理を行う際には、出金するよう指定された金種及び枚数の貨幣を装置内の金種別収納部４
６から繰り出して出金口４２へ排出する。また、貨幣処理部４０では、例えば２０ドル紙
幣を入金して１ドル紙幣２０枚を出金するというように、両替処理を行うこともできる。
【００３１】
　図２には１つの金種別収納部４６のみを示しているが、貨幣処理部４０は、複数の金種
別収納部４６を含んでいる。金種別収納部４６のそれぞれには収納する貨幣の金種が割り
当てられ、貨幣処理部４０では、複数金種の貨幣を金種別に収納できるようになっている
。
【００３２】
　回収カセット４７は、貨幣処理装置２０に対して脱着可能に設けられたカセット式の貨
幣収納部で、金種別収納部４６に割り当てられていない金種の貨幣や出金処理に利用しな
い損傷した貨幣等の収納に利用される。また、回収カセット４７は、貨幣処理装置２０か
ら貨幣を回収する際に、回収対象とする貨幣の収納に利用される。回収する貨幣を金種別
収納部４６から繰り出して搬送し、回収カセット４７に収納した後、回収カセット４７を
貨幣処理装置２０から取り外して、回収対象とする貨幣を内部に収納したまま運搬できる
ようになっている。なお、貨幣を回収する回収部の構造や貨幣の収納方法は特に限定され
ず、回収カセット４７の他、内部の貨幣を取出可能な固定式の収納部であってもよいし、
テープを利用して紙幣を収納するテープ式収納部であってもよい。
【００３３】
　貨幣処理部４０では、硬貨及び紙幣の両方を処理することができる。入金処理、出金処
理、両替処理等、硬貨及び紙幣を入出金する貨幣処理部４０の機能及び動作は従来知られ
ているため詳細な説明は省略し、以下では、本実施形態の説明に必要な処理について、主
に紙幣を例に説明することとする。
【００３４】
　次に、貨幣処理装置２０で行う主な貨幣処理について説明する。図３は、貨幣処理装置
２０で貨幣処理を開始する際に操作表示部５０の画面上に表示されるスタートメニューを
示す図である。画面上に表示された「入金」、「出金」、「返金」及び「両替」のメニュ
ーは、入金処理、出金処理、返金処理及び両替処理に対応している。実行したい処理に対
応するメニューを選択すると、画面上には、選択された処理を実行するための操作画面が
表示される。なお、図３に示すスタートメニューの画面は、貨幣処理装置２０の操作表示
部５０を操作して利用者ＩＤやパスワードを入力する所定の認証処理を行って、認証され
た利用者に対して表示される画面であり、認証されなかった利用者は貨幣処理装置２０で
貨幣処理を行うことができない。
【００３５】
　ここで、返金処理について説明する。返金処理とは、指定した金額分の紙幣を貨幣処理
装置２０から出金する処理であるが、出金した紙幣の金額の処理が出金処理と異なってい
る。このため、スタートメニューには、出金処理と区別して、返金処理専用のメニューが
設けられている。
【００３６】
　例えば、ホテルでチェックインする際に、宿泊客は、保証金として定められている所定
金額分の現金をデポジットとしてホテルに預ける。この宿泊客がチェックアウトする際に
精算が行われ、宿泊客への商品やサービスの提供にかかった料金が、先にデポジットとし
て預けた予納金額に達しなかった場合には、デポジットの予納金額から料金分を差し引い
て、残った金額分の貨幣が顧客へ返金される。



(9) JP 2017-10099 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

【００３７】
　ホテルのレジには宿泊代金等の売上金が収納されるが、このレジでデポジットを預けて
チェックインすると、チェックイン日の所定タイミングで、レジからの売上金回収が行わ
れる。その後、このレジで、チェックアウト時にデポジットの残金分の返金が行われると
、チェックアウト日の売上金をレジから回収する際に、チェックアウト日の売上金に対し
て、デポジットの返金分だけ貨幣が不足することになる。このような場合に、貨幣処理装
置２０のスタートメニューで「出金」ではなく「返金」を選択して返金処理を行う。
【００３８】
　例えば、ホテルへのチェックイン時に、デポジットとして１０万円の現金が顧客からホ
テルに預けられてレジに収納されたものとする。このとき、レジに収納された１０万円の
現金は顧客からの預り金であるが、当日の全てのチェックイン処理を終えた後等の所定タ
イミングで、当日の売上金等と共にレジから回収されて貨幣処理装置２０へ入金される。
なお、入金時には、入金される貨幣の回収元となるレジを特定するため、貨幣処理装置２
０で、各レジを識別する識別情報の入力が求められるが、入金処理の操作については後述
する。
【００３９】
　貨幣管理装置１０は、入金処理に関する情報として、レジの識別情報とこのレジから回
収されて入金された貨幣の金額とを含む情報を貨幣処理装置２０から取得して管理する。
また、貨幣管理装置１０は、取得した入金処理に関する情報を、ホテルのレジを管理する
ＰＯＳサーバへ送信する。これにより、ＰＯＳサーバでは、レジから回収して貨幣処理装
置２０に入金された貨幣がデポジットによる貨幣を含むことを認識して、入金された貨幣
の金額に問題がないことを確認することができる。
【００４０】
　後日、宿泊客がチェックアウトする際に、例えば、先に預けたデポジットの１０万円の
うち、７万円のみがホテルへの支払いに充てられて、残り３万円が、レジに収納されてい
た現金を利用して宿泊客に返金されたものとする。例えば、この日レジから回収すべき現
金が１００万円である場合には、３万円を返金した結果、レジから回収できる現金が９７
万円となって３万円不足する。このような場合に、貨幣処理装置２０で返金処理を実行し
て、レジを特定する識別情報を入力すると共に、不足分の金額を指定して、不足している
３万円分の貨幣を出金する。そして、返金処理で出金した３万円を加えて１００万円とし
た後、貨幣処理装置２０で、レジを特定する識別情報を入力して入金処理を実行する。
【００４１】
　貨幣管理装置１０は、同じレジについて、返金処理が実行された後、続いて入金処理が
実行されると、入金処理で入金された１００万円のうち３万円は返金処理で返金されたも
のであると認識して、レジの識別情報と、返金金額を含む返金処理に関する情報と、入金
金額を含む入金処理に関する情報とを関連付けて管理する。また、貨幣管理装置１０は、
レジの識別情報と、このレジについて３万円の返金処理及び１００万円の入金処理が行わ
れたことを示す情報を、ＰＯＳサーバへ送信する。これにより、ＰＯＳサーバでは、レジ
から回収して貨幣処理装置２０に入金された貨幣の金額が、このレジから回収すべき貨幣
の金額と一致することを確認することができる。
【００４２】
　また、ＰＯＳサーバでは、返金処理で返金された貨幣の金額を、先に入金されていたデ
ポジットに関連するものとして処理することができる。具体的には、先にデポジットとし
て入金された１０万円と、宿泊客が支払った料金の７万円と、宿泊客に返金された３万円
との間に矛盾がなく、デポジットに関する処理が正常に行われたことを確認することがで
きる。
【００４３】
　なお、貨幣処理装置２０で行われる返金処理については、指定された金額分の貨幣を実
際に出金する態様に限らず、実際には貨幣を出金せずに、返金処理に続いて行われる入金
処理の入金金額に、返金処理で指定された金額分を加算して処理する態様であっても構わ
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ない。具体的には、先の例で、返金処理で３万円が指定された後、貨幣処理装置２０から
３万円の貨幣を出金せずに返金処理を終了して、続いて行われた入金処理で入金された９
７万円に返金金額の３万円を加算して、入金金額を１００万円とする態様であってもよい
。
【００４４】
　また、レジから回収して貨幣処理装置２０に入金された貨幣の金額と、このレジから回
収すべき売上金及びデポジットを含む貨幣の金額とが一致することを確認する処理や、先
にデポジットとして入金された金額と、宿泊客が支払った料金と、宿泊客に返金された金
額との間に矛盾がなく正常に処理されたことを確認する処理については、ＰＯＳサーバで
実行する態様に限らず、必要な情報をＰＯＳサーバから取得した貨幣管理装置１０で実行
する態様であっても構わない。
【００４５】
　次に、ホテルや店舗での営業に必要となる釣銭準備金を準備するための出金処理につい
て説明する。釣銭準備金を出金する際には、図３に示す画面で「出金」のメニューを選択
して出金処理を開始する。図４は、出金処理時に貨幣処理装置２０の操作表示部５０に表
示される画面例を示す図である。図４（ａ）は、図３に示すスタートメニュー画面で「出
金」を選択した際に表示される画面例を示し、同図（ｂ）は同図（ａ）の画面に一覧表示
された選択肢の中から１つを選択した際に表示される画面例を示している。
【００４６】
　貨幣処理装置２０では、複数種類の通貨について入出金を行えるようになっている。例
えば、日本の通貨及び米国の通貨の２種類の通貨を金種別収納部４６に金種別に収納する
ように設定した場合には、貨幣処理時に表示される画面上で、金種別収納部４６の金種が
通貨別に表示される。具体的には、図４（ｂ）に示すように、出金処理時に表示される画
面上では、日本の通貨に含まれる金種がＪＰＹの文字と共に表示され、米国の通貨に含ま
れる金種がＵＳＤの文字と共に表示される。また、金種別の枚数及び金額と合計金額がそ
れぞれ通貨別に表示される。
【００４７】
　出金処理を開始すると、図４（ａ）に示すように、制御部３０で管理されているレジの
識別情報が一覧表示される。貨幣処理装置２０には、貨幣処理装置２０を利用して釣銭機
準備金を出金する店舗及びホテルの各レジを識別するための識別情報と、各レジで必要と
なる釣銭準備金を構成する貨幣の金種及び枚数（金額）とが予め登録されて管理されてい
る。具体的には、例えば、店舗の識別情報Ｎｏ．０１のレジで必要となる釣銭準備金を構
成する貨幣の金種と、各金種の枚数とが、このレジを特定する識別情報「店舗－Ｎｏ．０
１」と関連付けて管理されている。図４（ａ）に示す画面で、出金したい釣銭準備金に対
応するレジの識別情報を選択すると、この識別情報に関連付けて管理されている釣銭準備
金を貨幣処理装置２０から出金可能な状態となる。なお、レジを識別するための識別情報
として、レジを示す番号の他、レジを担当する担当者の氏名や担当者を識別するための識
別番号等を利用することができる。なお、出金処理に必要な情報の管理が貨幣処理装置２
０で行われる態様に限定されるものではなく、貨幣管理装置１０等の他の装置で管理され
る態様であってもよい。具体的には、貨幣処理装置２０を利用して釣銭機準備金を出金す
る店舗及びホテルの各レジを識別するための識別情報と、各レジで必要となる釣銭準備金
を構成する貨幣の金種及び枚数（金額）とが、予め貨幣管理装置１０に登録されて管理さ
れており、貨幣処理装置２０がこれを参照して利用する態様であってもよい。
【００４８】
　例えば、店舗のレジを担当する担当者が、図４（ａ）に示す画面で、自身の担当するレ
ジを示す識別情報「店舗－Ｎｏ．０１」を選択すると、同図（ｂ）に示すように、選択さ
れた識別情報と関連付けて管理されている、釣銭準備金を構成する紙幣の内訳が表示され
る。
【００４９】
　図４（ｂ）に示すように、釣銭準備金の内訳を示す画面では、釣銭準備金を構成する紙
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幣の金種、枚数及び金額と、通貨別に紙幣の金額を合計した合計金額とが表示される。画
面上で黒地に白文字で示された枚数及び金額の部分は、手入力によって数値を変更できる
ようになっており、必要があれば、釣銭準備金として出金する紙幣の内訳を変更すること
ができる。なお、この画面で、画面左側に表示された「硬貨」のタブを選択すると、紙幣
と同様に、釣銭準備金を構成する硬貨の金種、枚数及び金額と、硬貨の金額を通貨別に合
計した合計金額とが表示され、釣銭準備金として出金する硬貨の内訳を変更することがで
きる。
【００５０】
　必要に応じて釣銭準備金として出金する貨幣の内訳を変更して画面上のスタートボタン
を操作することにより、画面上に表示された金種及び枚数の貨幣から成る釣銭準備金を出
金することができる。出金処理が行われると、貨幣処理装置２０を管理する貨幣管理装置
１０は、貨幣処理装置２０から情報を取得して、出金処理が行われた日時、出金処理時に
選択されたレジの識別情報、出金された貨幣の金種及び金額、処理を行った利用者を特定
する情報、処理が行われた貨幣処理装置を特定する情報等を関連付けて管理する。
【００５１】
　次に、ホテルや店舗のレジから売上金を回収して貨幣処理装置２０へ入金する入金処理
について説明する。売上金を入金する際には、図３に示す画面で「入金」のメニューを選
択して入金処理を開始する。図５は、入金処理時に貨幣処理装置２０の操作表示部５０に
表示される画面例を示す図である。
【００５２】
　図５（ａ）は、図３に示すスタートメニュー画面で「入金」のメニューを選択した際に
表示される画面例を示している。入金処理には、レジから売上金のみを回収して入金する
処理と、予め釣銭準備金としてレジに収納されていた貨幣と売上金とを含む全ての貨幣を
レジから回収して入金する処理とが含まれる。入金処理の開始時には、図５（ａ）に示す
画面上で、いずれの入金処理を行うかを選択できるようになっている。売上金のみを入金
する場合には、図５（ａ）に示す画面で「売上金」のメニューを選択し、売上金及び釣銭
準備金を含む全ての貨幣を入金する場合には、同図に示す「売上金＋釣銭準備金」のメニ
ューを選択する。
【００５３】
　図５（ａ）に示す画面で「売上金」又は「売上金＋釣銭準備金」を選択すると、同図（
ｂ）に示すように、予め貨幣処理装置２０に登録されているレジの識別情報が一覧表示さ
れる。この画面で、入金する売上金の回収元となるレジの識別情報を選択して、貨幣処理
装置２０に貨幣を入金する。入金処理が行われると、貨幣処理装置２０を管理する貨幣管
理装置１０は、貨幣処理装置２０から情報を取得して、入金処理が行われた日時、入金処
理時に選択されたレジの識別情報、入金された貨幣の金種及び金額、入金された貨幣が売
上金のみであるか売上金及び釣銭準備金を含むものであるかを示す情報、処理を行った利
用者を特定する情報、処理が行われた貨幣処理装置を特定する情報等を関連付けて管理す
る。また、貨幣管理装置１０は、これらの情報を、貨幣を回収したレジを管理するＰＯＳ
サーバへ送信する。これにより、ＰＯＳサーバでは、レジから回収すべき貨幣の金額と、
このレジから回収して貨幣処理装置２０に入金された貨幣の金額とが一致するか否かを確
認する処理を実行することができる。
【００５４】
　次に、貨幣処理装置２０から貨幣を回収する回収処理について説明する。貨幣処理装置
２０から貨幣を回収する際には、図３に示す画面下部に表示される「メニュー」を選択し
て回収処理を開始する。図６は、回収処理時に貨幣処理装置２０の操作表示部５０に表示
される回収メニューの画面例を示す図である。
【００５５】
　図６に示すように、貨幣を回収する際には、回収する貨幣を利用者が指定して回収する
「回収」と、売上金として自動的に選択された貨幣を回収する「売上金回収」のうち、い
ずれを実行するかを選択できるようになっている。
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【００５６】
　まず、回収メニューで「回収」のメニューを選択した際の回収処理について説明する。
図７は、図６に示す画面で「回収」のメニューを選択した際に表示される画面例を示す図
である。画面上には「金種」、「リサイクル」、「残置」及び「回収」の項目と、これに
対応する情報とが表示される。金種の項目では、貨幣処理装置２０の金種別収納部４６に
割り当てられている金種が通貨別に表示される。リサイクルの項目では、金種別収納部４
６に収納されているリサイクル使用（循環使用）可能な紙幣、すなわち貨幣処理装置２０
の金種別収納部４６に収納されており出金処理を行う際に出金可能な紙幣の枚数及び金額
が金種別に表示される。残置の項目では、回収処理を行う際に、回収することなく金種別
収納部４６に残置する紙幣の枚数及び金額が金種別に表示される。
【００５７】
　また、回収の項目では、回収する紙幣の枚数及び金額と、回収する紙幣を通貨別に合計
した合計金額とが表示される。回収の項目で黒地に白文字で表示された枚数又は金額を金
種別に入力して、回収対象とする紙幣を指定すると、残置の項目の表示が自動的に更新さ
れ、貨幣処理装置２０に残置する紙幣と回収する紙幣とを画面上で確認できるようになっ
ている。
【００５８】
　図７に示す画面下部の「全回収」のボタンを操作すると、金種別収納部４６に収納され
ている全ての紙幣を回収対象として指定するように、回収の項目の枚数及び金額が自動的
に入力されるようになっている。また、この画面で、画面左側に表示された「硬貨」のタ
ブを選択すると、紙幣と同様に、回収する硬貨の枚数又は金額を指定して、残置する硬貨
と回収する硬貨とを画面上で確認できるようになっている。図７の例は、金種別収納部４
６に収納されているリサイクル使用可能な２００枚の千円券のうち、１００枚を残置して
、１００枚を回収するよう指定した場合の画面を示している。
【００５９】
　こうして回収したい金種の貨幣の枚数又は金額を手動で指定して、回収対象とする貨幣
を決定した後、画面下部にある「回収開始」のボタンを操作すると、貨幣処理装置２０内
で、指定された金種及び枚数の貨幣が金種別収納部４６から繰り出されて回収カセット４
７へ収納される。回収対象として指定した貨幣全てが回収カセット４７へ収納された後、
例えば、回収カセット４７を貨幣処理装置２０から取り外すことにより、回収した貨幣を
回収カセット４７に収納した状態のまま銀行等へ運搬することができる。
【００６０】
　次に、図６に示す回収メニューの画面で「売上金回収」のメニューを選択した際の処理
について説明する。図８は、売上金回収の処理の流れを示すフローチャートである。なお
、貨幣管理システムでは、紙幣及び硬貨の両方を回収処理の対象とすることができるが、
硬貨は紙幣と同様に処理することができるので、以下では、紙幣のみを対象としてホテル
及び店舗の売上金を回収する場合を例に、図８のフローチャートに示す処理内容を説明す
る。また、説明を簡単にするため、第１貨幣処理装置２０ａ、第２貨幣処理装置２０ｂ及
び第３貨幣処理装置２０ｃのそれぞれが、一万円券を収納する金種別収納部４６ａ、五千
円券を収納する金種別収納部４６ｂ及び千円券を収納する金種別収納部４６ｃの３つの金
種別収納部４６ａ～４６ｃを含むものとして説明する（図９参照）。
【００６１】
　例えば、第１貨幣処理装置２０ａで「売上金回収」のメニューを選択して、売上金回収
処理を開始すると、第１貨幣処理装置２０ａの制御部３０は、第１貨幣処理装置２０ａか
ら売上金として回収する紙幣の回収金額と、回収せずに第１貨幣処理装置２０ａ内に残置
する紙幣の残置枚数とを、貨幣管理装置１０に問い合わせて取得する（ステップＳ１）。
【００６２】
　各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに残置する紙幣の残置枚数は、予め店舗で定められてお
り、貨幣管理装置１０で管理されている。一方、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから売上
金として回収する紙幣の回収金額は、回収処理時に各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに収納
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されている紙幣の在高と、店舗の売上金とに基づいて、貨幣管理装置１０によって決定さ
れる。
【００６３】
　ここで、貨幣管理装置１０が回収金額を決定する方法について説明する。図９は、売上
金の回収金額を決定する際の第１貨幣処理装置２０ａ、第２貨幣処理装置２０ｂ及び第３
貨幣処理装置２０ｃの各装置内の紙幣の在高の例を示す図である。図９の例は、第１貨幣
処理装置２０ａの金種別収納部４６ａには７０枚の一万円券が収納され、金種別収納部４
６ｂには８０枚の五千円券が収納され、金種別収納部４６ｃには２００枚の千円券が収納
され、回収カセット４７には２０万円分の紙幣が収納されており、第１貨幣処理装置２０
ａに収納されている紙幣の在高は、これらを合計した１５０万円であることを示している
。なお、図９及び後述する図１２では、図２に示した構成のうち、回収処理の説明に必要
な金種別収納部４６及び回収カセット４７のみを示している。
【００６４】
　図１０は、売上金の金額と、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する回収金額との
関係を示す図である。ホテル及び店舗での売上には、顧客が現金によって支払った金額と
、小切手やクレジットカード等の現金以外の方法で支払った金額とが含まれている。図１
０上段の図は、ホテル及び店舗の売上のうち、ホテルのレジ及び店舗のレジから回収され
て３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに入金された紙幣の金額が１００万円であることを
示している。売上金回収処理では、売上全体のうち、現金で得られたこの１００万円分の
紙幣が、売上金として３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収される。
【００６５】
　貨幣管理装置１０の制御部１１は、ＰＯＳサーバから情報を取得して、３台の貨幣処理
装置２０ａ～２０ｃから売上金として合計１００万円の紙幣を回収することを認識する。
また、制御部１１は、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから、装置情報として、図９に示す
各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃ内の紙幣の在高情報を取得する。そして、制御部１１は、
取得した在高情報に基づいて、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する紙幣の回収金
額を決定する。具体的には、図１０上段に示したように３台の貨幣処理装置２０ａ～２０
ｃから回収する売上金の合計金額が１００万円で、図９に示したように３台の貨幣処理装
置２０ａ～２０ｃに収納されている紙幣の在高がそれぞれ１５０万円、２５０万円、１０
０万円である場合には、制御部１１は、これらの在高の比に基づいて、図１０下段に示す
ように第１貨幣処理装置２０ａから回収する紙幣の回収金額を３０万円、第２貨幣処理装
置２０ｂから回収する紙幣の回収金額を５０万円、第３貨幣処理装置２０ｃから回収する
紙幣の回収金額を２０万円と決定する。すなわち、３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに
収納されている紙幣の在高の比と、それぞれの貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する
紙幣の回収金額の比とが略一致し、かつ、３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収す
る紙幣の合計金額と回収する売上金の金額とが一致するように、３台の貨幣処理装置２０
ａ～２０ｃから回収する回収金額を決定する。
【００６６】
　図１０の例では、３台の装置に収納されている紙幣の在高の比と、各装置から回収する
紙幣の回収金額の比とが一致する例を示しているが、在高の比によっては、在高の比と金
額の比とが完全に一致しない場合がある。具体的には、例えば、紙幣を回収対象として、
１０万円の売上金を２：１の比となる回収金額で回収しようとした場合に、最低額金種の
千円単位でも、この比と完全に一致する回収金額とすることはできない。このような場合
に、制御部１１は、この比と略一致するように、６万６千円と３万４千円というように千
円単位で調整したり、６万５千円と３万５千円というように五千円単位で調整したり、７
万円と３万円というように一万円単位で調整したりするようになっている。比が略一致す
るように調整する方法については、演算方法を指定して設定することができる。このよう
に、「略一致」とは、在高の比と金額の比とが完全に一致する場合と、完全に一致しない
場合に金種単位で金額を調整する場合とを含む概念である。ただし、これとは逆に、在高
の比と金額の比とが完全に一致する場合と、完全に一致しない場合に金種単位で金額を調
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整する場合とを含めて「一致」と呼ぶこととしてもよい。
【００６７】
　なお、売上金の金額については、貨幣管理装置１０がＰＯＳサーバから情報を取得する
態様の他、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃで行われた貨幣処理を管理する貨幣管理装置１
０が、貨幣処理内容に基づいて算出する態様であってもよい。また、貨幣管理装置１０の
制御部１１が、ＰＯＳサーバからの売上金額取得と、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃで行
われた貨幣処理内容に基づく売上金額算出の両方を行って、これらの売上金額が一致する
ことを確認する処理を実行する態様であっても構わない。
【００６８】
　貨幣処理装置２０ａ～２０ｃのそれぞれから回収する紙幣の回収金額は、各装置で行わ
れる貨幣処理の内容に応じて決定することも可能となっている。具体的には、貨幣処理装
置２０が、入金処理のみを行う入金装置、出金処理のみを行う出金装置、入金処理及び出
金処理の両方を行う入出金装置のいずれのタイプであるかに応じて、回収金額を調整する
。貨幣管理装置１０の制御部１１は、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから、装置情報とし
て、各装置が入金装置、出金装置及び入出金装置のいずれのタイプであるかを示す情報を
取得する。そして、制御部１１は、取得した情報に基づいて、出金装置からの回収金額及
び入出金装置からの回収金額が入金装置からの回収金額より少なくなるように、各装置か
らの回収金額を決定する。入金装置では紙幣を出金する必要がないのに対して、出金装置
及び入出金装置では出金処理に利用する紙幣が必要となるため、出金装置及び入出金装置
に、より多くの紙幣を残すように、各装置からの回収金額を調整するものである。例えば
、図１０下段に示すように、第１貨幣処理装置２０ａからの回収金額を３０万円、第２貨
幣処理装置２０ｂからの回収金額を５０万円、第３貨幣処理装置２０ｃからの回収金額を
２０万円と決定した後、第１貨幣処理装置２０ａのみが紙幣を入出金する入出金装置であ
り、第２貨幣処理装置２０ｂ及び第３貨幣処理装置２０ｃが入金専用の入金装置である場
合には、制御部１１は、第１貨幣処理装置２０ａからの回収金額を半分の１５万円に減額
して、減額した１５万円を２等分して第２貨幣処理装置２０ｂ及び第３貨幣処理装置２０
ｃからの回収金額に加算して、それぞれの回収金額を５７万５千円及び２７万５千円とす
る。ただし、貨幣の処理タイプに応じて減額する金額の割合、減額した金額分を他の装置
へ割り当てて加算する割合については、設定により変更できるようになっている。
【００６９】
　この他、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する紙幣の回収金額を、金種別収納部
４６に収納されている紙幣の金額と、回収カセット４７に収納されている紙幣の金額とに
基づいて決定することも可能となっている。
【００７０】
　例えば、回収する売上金の金額、すなわち３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収
する紙幣の合計金額が１００万円であり、図９に示すように、３台の貨幣処理装置２０ａ
～２０ｃの在高がそれぞれ１５０万円、２５０万円、１００万円、各貨幣処理装置２０ａ
～２０ｃの回収カセット４７に収納されている紙幣の金額がそれぞれ２０万円、４０万円
、１０万円であるものとして具体的に説明する。まず、貨幣管理装置１０の制御部１１は
、回収する売上金の金額から、各装置の回収カセット４７に収納されている回収対象紙幣
の金額を減算し、回収カセット４７以外、すなわち各装置の金種別収納部４６から回収す
る紙幣の合計金額を算出する。図９の例では、各装置の金種別収納部４６から回収する紙
幣の合計金額は、３０万円（＝１００万円－２０万円－４０万円－１０万円）と算出され
る。次に、制御部１１は、各装置の在高から、各装置の回収カセット４７に収納されてい
る紙幣の金額を減算して、各装置の金種別収納部４６に収納されている紙幣の金額を算出
する。図９の例では、第１貨幣処理装置２０ａの金種別収納部４６に収納されている紙幣
の金額が１３０万円（＝１５０万円－２０万円）、第２貨幣処理装置２０ｂの金種別収納
部４６に収納されている紙幣の金額が２１０万円（＝２５０万円－４０万円）、第３貨幣
処理装置２０ｃの金種別収納部４６に収納されている紙幣の金額が９０万円（＝１００万
円－１０万円）となる。そして、制御部１１は、各装置の金種別収納部４６から回収する
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紙幣の金額が、各装置の金種別収納部４６に収納されている紙幣の金額の比と略一致し、
かつ、合計金額が３０万円となるように、回収金額を決定する。図９の例では、各装置の
金種別収納部４６から回収する紙幣の合計金額が３０万円であり、各装置の金種別収納部
４６に収納されている紙幣の金額がそれぞれ１３０万円、２１０万円、９０万円であるか
ら、これらの金額の比と略一致するように、制御部１１は、第１貨幣処理装置２０ａの金
種別収納部４６から回収する紙幣の金額を９万円、第２貨幣処理装置２０ｂの金種別収納
部４６から回収する紙幣の金額を１５万円、第３貨幣処理装置２０ｃの金種別収納部４６
から回収する紙幣の金額を６万円と決定する。各装置から回収される紙幣の金額は、回収
カセット４７に既に収納されている紙幣の金額と、金種別収納部４６から回収する紙幣の
金額との合計金額として算出され、第１貨幣処理装置２０ａから回収する紙幣の金額は２
９万円（＝２０万円＋９万円）、第２貨幣処理装置２０ｂから回収する紙幣の金額は５５
万円（＝４０万円＋１５万円）、第３貨幣処理装置２０ｃから回収する紙幣の金額は１６
万円（＝１０万円＋６万円）となる。この結果、３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから
、合計１００万円の紙幣を売上金として回収することができる。
【００７１】
　このように、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する貨幣の回収金額は、貨幣管理
装置１０によって自動的に決定されるが、決定された回収金額を手動で変更することも可
能となっている。図１１は、回収金額を変更する際に、貨幣管理装置１０の操作表示部１
２に表示される画面例を示す図である。
【００７２】
　図１１に示すように、画面上には、当日の日付と共に、「売上金額」として、３台の貨
幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する紙幣の合計金額が通貨別に表示される。図１１の
例では、３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから、売上金として回収する紙幣の合計金額
が、日本の通貨で１００万円分の紙幣であることを示している。なお、これに加えて、例
えば、３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから米国の通貨１万ドル分を回収する場合は、
画面上に、日本通貨を示す「ＪＰＹ」と共に表示された１００万円の金額表示に加えて、
米国通貨を示す「ＵＳＤ」と共に１万ドルの金額が表示されることになる。
【００７３】
　また、図１１に示すように、画面上には、「処理機名称」として、各貨幣処理装置２０
ａ～２０ｃに対して付けられた名称が表示される。図１１の例では、処理機名称として表
示された「ＤＥＶＩＣＥ－００１」が第１貨幣処理装置２０ａを示し、「ＤＥＶＩＣＥ－
００２」が第２貨幣処理装置２０ｂを示し、「ＤＥＶＩＣＥ－００３」が第３貨幣処理装
置２０ｃを示している。
【００７４】
　図１１に示すように、画面上には、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃ内の紙幣の在高が「
機内在高」として表示され、この在高に基づいて貨幣管理装置１０が各貨幣処理装置２０
ａ～２０ｃから回収するよう決定した回収金額が「回収金額」として表示される。また、
機内在高の項目では、在高の一部として回収カセット４７に収納されている紙幣の金額が
「カセット内」として表示される。機内在高及び回収金額は、通貨別に表示される。また
、回収状況の項目は、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃで回収処理が行われたか否かを示し
、回収処理が行われた貨幣処理装置２０ａ～２０ｃでは、回収状況の項目に、回収処理が
完了したことを示す情報が表示されるようになっている。
【００７５】
　図１１の表示は図９及び図１０に対応しており、例えば、処理機名称が「ＤＥＶＩＣＥ
－００１」の第１貨幣処理装置２０ａの機内在高は、回収カセット４７に収納されている
２０万円を含む１５０万円の日本通貨であり、この日本通貨について、第１貨幣処理装置
２０ａから売上金として回収するよう決定された回収金額が３０万円であることを示して
いる。また、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃについて決定された回収金額を合計した金額
が「Ｔｏｔａｌ」として表示される。図１１に示すように、画面上に「売上金額」として
表示される金額と、「Ｔｏｔａｌ」として表示される各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから
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の回収金額の合計金額とが同じ金額となる。
【００７６】
　この画面上で、黒地に白文字で示された回収金額は、操作表示部１２を操作して変更で
きるようになっている。回収金額を変更すると、画面上に「Ｔｏｔａｌ」として示された
回収金額の合計金額が自動的に更新される。手動で回収金額を変更して保存ボタンを操作
することにより、回収金額の内訳を決定することができる。
【００７７】
　なお、貨幣管理装置１０で決定された回収金額を手動で変更する際には、変更後の各貨
幣処理装置２０ａ～２０ｃからの回収金額の合計が、画面上部に「売上金額」として表示
された金額と一致するように、回収金額の内訳を変更する必要がある。各貨幣処理装置２
０ａ～２０ｃからの回収金額の合計が、画面上部に表示された売上金額と一致しなければ
、貨幣管理装置１０の画面上で保存ボタンを操作することができず、次の操作に進めない
ようになっている。
【００７８】
　第１貨幣処理装置２０ａの制御部３０は、貨幣管理装置１０で決定された回収金額と、
予め設定されている残置枚数とを含む情報を、貨幣管理装置１０から取得した後、回収予
定枚数を確認する（図８ステップＳ２）。回収予定枚数とは、金種別収納部４６ａ～４６
ｃに収納されている紙幣のうち残置枚数を超える紙幣の枚数である。例えば、第１貨幣処
理装置２０ａ、第２貨幣処理装置２０ｂ及び第３貨幣処理装置２０ｃの全ての金種別収納
部４６ａ～４６ｃで、残置枚数が１３０枚と設定されている場合には、この１３０枚を超
えた分の紙幣が回収予定枚数となる。
【００７９】
　図１２は、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する紙幣の内訳を決定する方法を説
明するための図である。各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに収納されている紙幣が図９に示
す状態にある場合には、図１２（ａ）に斜線で示すように、破線で示した１３０枚の残置
枚数を超える紙幣枚数が、回収予定枚数となる。具体的には、第１貨幣処理装置２０ａで
は千円券７０枚、第２貨幣処理装置２０ｂでは五千円券３０枚、第３貨幣処理装置２０ｃ
では千円券７０枚が回収予定枚数となる。なお、説明を簡単にするため、全ての貨幣処理
装置２０ａ～２０ｃの全ての金種別収納部４６ａ～４６ｃで共通する残置枚数が設定され
ている例を示すが、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃの各金種別収納部４６ａ～４６ｃで異
なる残置枚数を設定することができる。
【００８０】
　回収予定枚数が千円券７０枚であることを確認した第１貨幣処理装置２０ａの制御部３
０は、続いて、回収予定枚数の紙幣の金額と、回収カセット４７内に収納されている紙幣
の金額との合計金額が、第１貨幣処理装置２０ａの回収金額と一致するか否かを確認する
（図８ステップＳ３）。両者が一致する場合には（ステップＳ３；Ｙｅｓ）、回収予定枚
数の紙幣の金種及び枚数を含む情報を操作表示部５０に表示して確認する処理が行われる
（ステップＳ７）。一方、両者が一致しない場合には（ステップＳ３；Ｎｏ）、制御部３
０は、回収予定枚数の紙幣の金額と、回収カセット４７内に収納されている紙幣の金額と
の合計金額と、第１貨幣処理装置２０ａの回収金額とを比較する（ステップＳ４）。
【００８１】
　そして、回収予定枚数の紙幣の金額と、回収カセット４７内に収納されている紙幣の金
額との合計金額が、第１貨幣処理装置２０ａの回収金額より少ない場合には（ステップＳ
４；Ｎｏ）、制御部３０は、回収金額に対して不足している金額に相当する紙幣を、回収
対象に追加して（ステップＳ５）、この追加した紙幣と回収予定枚数の紙幣とを回収対象
の紙幣とする。一方、回収予定枚数の紙幣の金額と、回収カセット４７内に収納されてい
る紙幣の金額との合計金額が、第１貨幣処理装置２０ａの回収金額を超える場合には（ス
テップＳ４；Ｙｅｓ）、制御部３０は、回収予定枚数の紙幣から、回収金額を超える金額
に相当する紙幣を回収対象から減らす（ステップＳ６）。すなわち、回収予定枚数の紙幣
の金額と、回収カセット４７内に収納されている紙幣の金額との合計金額が、第１貨幣処
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理装置２０ａの回収金額と一致しない場合には、両者の差額を調整するために、回収対象
とする紙幣の金種及び枚数を変更する処理が行われる。
【００８２】
　図１２（ｂ）に示すように、第１貨幣処理装置２０ａでは、回収金額が３０万円である
のに対して、回収カセット４７内の紙幣の金額が２０万円であり、回収予定枚数の紙幣の
金額が７万円である。回収カセット４７内の紙幣と回収予定枚数の紙幣の合計金額は２７
万円であるから、図１２（ｂ）に「過不足金額」として示したように、回収金額の３０万
円に対して３万円不足している（図８ステップＳ４；Ｎｏ）。このため、回収予定枚数の
紙幣に、図１２（ｂ）に「過不足分調整紙幣」として示したように３万円分の紙幣を追加
して、これらの紙幣を回収対象とする（ステップＳ５）。具体的には、例えば、不足分の
３万円が最小枚数の紙幣で構成されるように、一万円券３枚が回収対象に追加される。
【００８３】
　また、第３貨幣処理装置２０ｃから紙幣を回収する場合も、図１２（ｂ）に示すように
、回収カセット４７内の紙幣と回収予定枚数の紙幣の合計金額が１７万円で、回収金額２
０万円に対して３万円分の紙幣が不足するので（図８ステップＳ４；Ｎｏ）、不足分の３
万円を調整するために一万円券３枚を回収対象に追加して（ステップＳ５）、回収予定枚
数の紙幣と、追加した一万円券３枚とを回収対象の紙幣とする。
【００８４】
　一方、第２貨幣処理装置２０ｂでは、図１２（ｂ）に示すように、回収金額が５０万円
であるのに対して、回収カセット４７内の紙幣の金額が４０万円であり、回収予定枚数の
紙幣の金額が１５万円である。回収カセット４７内の紙幣と回収予定枚数の紙幣の合計金
額は５５万円となり、回収金額の５０万円に対して５万円超過している（図８ステップＳ
４；Ｙｅｓ）。このため、回収予定枚数の紙幣から、超過分の５万円分の紙幣を減らす（
ステップＳ６）。具体的には、五千円券の回収予定枚数を１０枚減らして２０枚とするこ
とにより、回収予定枚数の紙幣と回収カセット４７内の紙幣の合計金額を、回収金額の５
０万円と一致させる。そして、この２０枚の五千円券を回収対象の紙幣とする。
【００８５】
　ただし、図８のステップＳ５で、不足した金額を構成する紙幣として回収対象に追加す
る紙幣の金種及び枚数を決定する方法については、最小枚数となるように決定する態様に
限定されない。例えば、金種に優先度を設定して、この優先度に基づいて、不足した金額
を構成する紙幣を決定してもよい。
【００８６】
　また、例えば、回収予定枚数の紙幣を除いて、各金種別収納部４６ａ～４６ｃに収納さ
れている紙幣の収納枚数と、残置枚数とを比較して、収納枚数が残置枚数に近い金種を優
先して、回収対象に追加する紙幣を決定してもよい。具体的には、図１２（ａ）に示すよ
うに、第３貨幣処理装置２０ｃでは、回収予定枚数の紙幣である７０枚の千円券を除くと
、千円券の収納枚数が残置枚数の１３０枚であるのに対して、一万円券の収納枚数は４０
枚で残置枚数に対して９０枚不足して、五千円券の収納枚数は６０枚で残置枚数に対して
７０枚不足している。このような場合に、収納枚数が残置枚数に最も近い千円券を優先し
て、不足する３万円分の紙幣を３０枚の千円券で構成する。
【００８７】
　このとき、不足する金額分を一金種の紙幣で構成すると、回収後に、この金種の紙幣の
収納枚数と残置枚数との差が、他金種の紙幣の収納枚数と残置枚数との差に比べて大きく
なる場合には、不足する金額分を一金種ではなく複数金種の紙幣で構成するように決定す
ることもできる。例えば、説明を簡単にするため、回収予定枚数の紙幣を除くと、残置枚
数の１３０枚に対して、五千円券の収納枚数が１１５枚、千円券の収納枚数が１２０枚で
あって、回収金額に対して不足する金額が２万円であるとする。この場合、不足分の２万
円を、五千円券に比べて残置枚数と収納枚数との差が小さい千円券のみ２０枚で構成する
と、回収後は、五千円券の収納枚数が１１５枚、千円券の収納枚数が１００枚となる。こ
の結果、千円券の収納枚数と残置枚数との差が３０枚、五千円券の収納枚数と残置枚数と
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の差が１５枚で、金種間で１５枚の差が生ずる。このような場合に、回収後の各金種の紙
幣の収納枚数と残置枚数との差が各金種間で近い値となるように、不足分の２万円を、五
千円券３枚と千円券５枚の複数金種の紙幣で構成する。この場合、回収後は、五千円券の
収納枚数が１１２枚、千円券の収納枚数が１１５枚となる。この結果、五千円券の収納枚
数と残置枚数との差が１８枚、千円券の収納枚数と残置枚数との際が１５枚で、金種間の
差を３枚に縮小することができる。回収後に、特定の金種のみで収納枚数が極端に少なく
なることがないように、すなわち回収後の各金種の紙幣の収納枚数と残置枚数との差がな
るべく均等になるように回収対象を決定するものである。
【００８８】
　また、図８のステップＳ６で回収予定枚数の紙幣から超過分の紙幣を減らす場合につい
ても、回収予定枚数の紙幣に複数金種の紙幣が含まれる場合には、金種に優先度を設定し
て、この優先度に基づいて、超過分として減らす紙幣を決定してもよいし、回収予定枚数
に含まれる各金種の紙幣枚数と、残置枚数とを比較して、収納枚数が多い金種を優先して
、超過分として減らす紙幣を決定してもよい。また、回収後に、特定の金種のみで収納枚
数が極端に多くなることがないように、すなわち回収後の各金種の紙幣の収納枚数と残置
枚数との差がなるべく均等になるように、超過分として減らす紙幣を決定してもよい。ス
テップＳ５及びＳ６で、回収対象とする紙幣の金種及び枚数をどのように調整するかにつ
いては、設定により変更できるようになっている。
【００８９】
　こうして、貨幣管理装置１０で決定された回収金額分ちょうどの紙幣を回収するように
、金種別収納部４６ａ～４６ｃから回収する紙幣の金種及び枚数が決定されると、回収対
象とする紙幣の金種及び枚数を含む情報を操作表示部５０に表示して確認する処理が行わ
れる（図８ステップＳ７）。
【００９０】
　図１３は、貨幣処理装置２０から回収する紙幣の金種及び枚数が決定された際に操作表
示部５０に表示される画面例を示す図である。図１２（ｂ）に示すように、第１貨幣処理
装置２０ａの回収カセット４７内に収納されている２０万円の紙幣と、金種別収納部４６
ｃに収納されている７０枚の千円券と、金種別収納部４６ａに収納されている３枚の一万
円券とを回収対象とすることが決定された場合に、図１３に示す画面が表示される。画面
上部には、当日の日付と共に、「回収カセット」として、回収カセット４７に収納されて
いる紙幣の合計金額が表示され、「金種別収納部」として、金種別収納部４６ａ～４６ｃ
から回収する紙幣の合計金額が表示される。また、「回収金額」として、貨幣管理装置１
０で、第１貨幣処理装置２０ａから売上金として回収するよう決定された回収金額が表示
される。回収カセット、金種別収納部、回収金額の各項目では、金額が通貨別に表示され
る。このように、回収カセット４７に収納されている紙幣の金額と、金種別収納部４６ａ
～４６ｃから回収する紙幣の金額とを合計した金額が、貨幣管理装置１０で決定された回
収金額と一致するように、金種別収納部４６ａ～４６ｃから回収する金額が決定されてい
る。
【００９１】
　画面下部には、金種別収納部４６ａ～４６ｃから回収する紙幣の内訳が通貨別に一覧表
示される。この一覧表示には、「リサイクル」、「残置」及び「回収予定」の項目が表示
される。リサイクルの項目では、回収処理を開始する前に、金種別収納部４６ａ～４６ｃ
に収納されている紙幣の枚数及び金額が金種別に表示される。残置の項目では、各金種別
収納部４６ａ～４６ｃに残置するよう設定されている設定枚数と、回収後に実際に残置さ
れる紙幣の枚数及び金額とが金種別に表示される。回収予定の項目では、制御部３０によ
って決定された、回収対象とする紙幣の枚数及び金額が通貨別かつ金種別に表示され、こ
れらを合計した合計金額が通貨別に表示される。
【００９２】
　この画面上に表示された情報を確認して、必要があれば（図８ステップＳ８；Ｙｅｓ）
、操作表示部５０を操作して、黒地に白文字で表示された紙幣の枚数及び金額を変更する
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ことができる（ステップＳ９）。なお、画面上で紙幣の枚数又は金額を変更すると、これ
に伴って、関連する項目の表示が、画面上で自動的に更新されるようになっている。
【００９３】
　図１３に示す画面上の回収予定の項目で、回収する紙幣の枚数及び金額が変更されると
、制御部３０は、変更後の回収紙幣の合計金額が、貨幣管理装置１０で決定された回収金
額と一致するか否かを判定する（ステップＳ１０）。すなわち、画面上部の「回収カセッ
ト」の項目に表示されている金額と、画面下部の「回収予定」の項目で変更操作を行って
更新された「合計金額」の金額とを加算して、算出した合計金額が、画面上部の「回収金
額」の項目に表示されている金額と一致するか否かの判定が行われる。そして、両者が一
致しない間は、次の処理へ進めないように制御される（ステップＳ１０；Ｎｏ）。具体的
には、両者が一致するまでは、画面上の回収開始のボタンを操作することができず、貨幣
処理装置２０から、回収する紙幣を出金できないようになっている。なお、ステップＳ１
０による判定は、通貨別に行われ、全ての通貨で条件を満たすまでは、貨幣処理装置２０
から貨幣を回収できないようになっている。
【００９４】
　回収する紙幣の内訳を変更して、変更後の回収紙幣の合計金額が、貨幣管理装置１０で
決定された回収金額と一致すると（ステップＳ１０；Ｙｅｓ）、画面上の回収開始のボタ
ンを操作することが可能となり、貨幣処理装置２０は、次の指示を待つ待機状態となる（
ステップＳ１１；Ｎｏ）。そして、画面上に表示された回収開始ボタンが操作されると（
ステップＳ１１；Ｙｅｓ）、第１貨幣処理装置２０ａ内で、紙幣を回収するための処理が
開始される（ステップＳ１２）。また、図１３に示す画面上の情報を確認して、回収する
紙幣の枚数及び金額を変更する必要がない場合にも（ステップＳ８；Ｎｏ）、次の指示を
待つ待機状態となり（ステップＳ１１；Ｎｏ）、回収開始のボタンが操作されると（ステ
ップＳ１１；Ｙｅｓ）、第１貨幣処理装置２０ａ内で紙幣を回収するための処理が開始さ
れる（ステップＳ１２）。具体的には、回収カセット４７を利用して紙幣を回収するため
に、図１３に示す画面上で回収対象として設定された金種及び枚数の紙幣を金種別収納部
４６ａ～４６ｃから繰り出して搬送部４５によって搬送し、回収カセット４７に収納する
処理が行われる。そして、回収対象とされた全ての紙幣が回収カセット４７内に収納され
ると、制御部３０によって、操作表示部５０を利用してこれが報知される。報知を受けた
利用者は、例えば、回収カセット４７を第１貨幣処理装置２０ａから取り外して、回収対
象とする紙幣を内部に収納したまま運搬することができる。
【００９５】
　第２貨幣処理装置２０ｂ及び第３貨幣処理装置２０ｃでも、第１貨幣処理装置２０ａと
同様に図８に示す処理を行って、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから、それぞれの装置に
ついて貨幣管理装置１０で設定された回収金額分の紙幣を回収することができる。
【００９６】
　なお、本実施形態では、複数の貨幣処理装置２０から回収する貨幣の合計金額を、貨幣
管理装置１０が、ＰＯＳサーバ等の外部装置から取得する態様を示したが、この合計金額
を、貨幣処理装置２０の在高と、貨幣処理装置２０に残置する貨幣の合計金額とに基づい
て、貨幣管理装置１０が決定することも可能となっている。
【００９７】
　例えば、図９に示すように、３台の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃの紙幣の在高がそれぞ
れ１５０万円、２５０万円、１００万円であり、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに残置す
るよう設定されている紙幣の合計金額が４００万円であるものとして具体的に説明する。
まず、貨幣管理装置１０の制御部１１は、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから、装置情報
として、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃ内の紙幣の在高情報を取得して、在高の合計金額
を算出する。図９の例では、各装置の在高の合計金額は５００万円（＝１５０万円＋２５
０万円＋１００万円）となる。次に、制御部１１は、算出した合計金額５００万円から、
各装置に残置するよう設定されている紙幣の合計金額４００万円を減算して、算出した金
額１００万円を、各装置から回収する紙幣の合計金額とする。こうして、回収する紙幣の
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合計１００万円分の紙幣を回収するために、各装置から回収する紙幣の回収金額を決定す
る。例えば、図９に示す各装置の在高の比と略一致するように、第１貨幣処理装置２０ａ
から回収する紙幣の回収金額が３０万円、第２貨幣処理装置２０ｂから回収する紙幣の回
収金額が５０万円、第３貨幣処理装置２０ｃから回収する紙幣の回収金額が２０万円と決
定される。このように、複数の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに残置する貨幣の合計金額を
予め設定しておいて、この設定金額と、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃに収納されている
貨幣の在高とに基づいて、各貨幣処理装置２０ａ～２０ｃから回収する貨幣の合計金額を
算出することにより、回収後には常に、複数の貨幣処理装置２０ａ～２０ｃ内に設定金額
分の貨幣を残置することができる。
【００９８】
　上述してきたように、本実施形態に係る貨幣管理システムによれば、複数台の貨幣処理
装置２０を貨幣管理装置１０によって管理して、売上金として回収する貨幣の合計金額と
、各貨幣処理装置２０に収納されている貨幣の在高とを取得した貨幣管理装置１０が、貨
幣処理装置２０に収納されている貨幣の在高に応じて、各貨幣処理装置２０から回収する
貨幣の金額を自動的に決定することができる。
【００９９】
　また、貨幣処理装置２０では、貨幣管理装置１０で決定された回収金額と、各貨幣処理
装置２０内に残置するよう予め設定された貨幣の金種別の残置枚数とを取得して、各貨幣
処理装置２０に収納されている貨幣の金種及び枚数と残置枚数とに応じて、回収金額を構
成する貨幣の金種及び枚数を自動的に決定することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　以上のように、本発明に係る貨幣管理装置及び貨幣管理システムは、店舗に設置された
複数台の貨幣処理装置を貨幣管理装置によって管理して、貨幣処理装置のそれぞれから貨
幣を適切に回収するために有用である。
【符号の説明】
【０１０１】
１０　貨幣管理装置
１１　制御部
１２　操作表示部
１３　通信部
１４　記憶部
１５　ネットワーク
２０、２０ａ～２０ｃ　貨幣処理装置
３０　制御部
４０　貨幣処理部
４１　入金口
４２　出金口
４３　リジェクト口
４４　識別部
４５　搬送部
４６、４６ａ～４６ｃ　金種別収納部
４７　回収カセット
５０　操作表示部
６０　通信部
７０　記憶部
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